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だより

まちづくり情幸浸誌 ―みんなの思いが地域のチカラに一 Nol10
年 4回発行 :1・ 5・ 7・ 10月

無料相談会」のご案内

動い配ど
｀
と相談 (F同月)13:00～16:00
日程 :6月 18日 (水 )、 8月 6日 (水 )

蝙あんしん法律相談抒約制)13:30～ 14:30
日程 :5月 12日 (月 )、 6月 2日 (月 )

■会場 :余市町福祉センター入舟分館 (入舟町400番地)

【お問合せ 。申込み】

余市町社会福祉協議会 容22-3156



●令和 7年度の事業計画及び予算の概要
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●令和 7年度収支予算
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(サービス区分 ) (本年度予算)(前年度予算)仕ヒ較増減)

収入内訳 (本年度予算)(前年度予算)(比較増減)

支出内訳 (本年度予算)(前年度予算)(比較増減)

鑢」赫中輌輌］輌輌褥颯鞣靡け‥‐な辣

法人経営事業   1 28,966 27,128 1,838
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(単位 :干円)
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支 出 合 計 38,757 36,610 2,147

もしものとき安′3と信頼の全国ネット●経済産業大臣認可 全国葬祭業協同組合連合会

if共浮彰針耶む及カロ:捏庭〒・ 国土交通大臣認可 全 E■E霊柩自動車協会 加盟店

,Iil‐丁::__、暖畿編田製諄 =_.
まこころを込めた葬儀をお届けします。

24時間365日ご利用可能な安置施設を完備
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「鯛:

中 道 造 花 店
余市町黒川町12丁 目83-4(本社)

容22-3254 FAX23-4241

よいち社協 令和フ・5月
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子育てサポート

援助依頼の
申し込み

【預かりは援助会員の自宅で行います】

※ファミリー・サポートセンターの補償保険に加入
しています。 (保険料の負担はありません。)

‡|は 01キ ‡‡‡膀‡|||‡ :な 1・ ill‡ 吼|
●子育てサポートセンター/ボランティア保険のごあんない

会員 (援助0協力)加入のお願い

1檬 吼‡ ‡‡瞑

子育てりが―卜0センター 薇彗趾～年会費 一口 1,000円 ～

・センターのしくみと活動内容 【お問合せ時間】

●どんな時に利用できるの ?
■通院、冠婚葬祭、リフレッシュなと汐ヽ出時の預かり、送迎.

■きようだいの参観日や行事の際などの預かり、送迎。
※送迎は、預かりを伴う場合に限ります。

■その他、センターで認める範囲で、ニーズに対応でき

るよう協議します。

●対象地域 余市町内

●対象年齢 0～ 12歳 い学6年生まで)

●禾J用料金  ◆車での送迎が必要な場合、別途交通費
(1回 につき200円 )がかかります。

◆食事を希望する場合、別途食事代
(1回 につき200円 )がかかります。

1時間 600円 7 : 30-20: 00

(き ょうだいは2人 日以降半額です)

平日9:00～ 17:00ま で

(会員登録/年会費)
一口 1,000円

援助活動の
依頼

子育てサポート・センター
【運営主体】よいち社協

・余市田]内在住の方、
又は勤務地が町内
の方
.0～ 12歳 (小 6まで)
のお子さんがいる
保護者の方

・余市田]内在住の方

・健康で援助活動に
理解と熱意のある
方利用料金支払い

令和 7年度

安全にボランテイア活動を行うために、「ボランティア活動保険」にご加入されることをお勧めします。

ボランティア活動中のさまざまな事故による「ケガ」や「損害賠償責任」を補償します。さらに「後遺障害」も

カバーしますので安心です |

また、地域福祉活動やボランティア活動のさまざまな行事における“主催者や参加者のケガ "、 “主催者の賠償

責任 (主催者責任)"を補償する「ボランテイア行事用保険」も取り扱いしております。
詳しく|よ 余市町社会福祉協議会 (容 0135-22-3156)にお問合せ下さい。
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お互逹鯰蜃り

「

魔蜃甕不Sy熙

3月 15日 (土 )余市町中央公民館におしヽて「お互い
さまの地域を育むために2024」 を開催し、28名
の町民の方が参加しました。

当日は、函館市の 一般社団法人 みなみ北海道地
域づくリサポートセンター 代表理事の 丸藤 競 氏
から「助け合い体験ゲームを体験しようPART2」 と
題して、余市町の現状や今後の見通し、これからの余

市町に必要なことなどについて講演を受け、その後参

加者で助け合い体験ゲームを行しヽ、助け合い活動を体

験しながら、誰もが安心して暮らすことが出来るまち

にするためのヒントを学びました。

参加者からは、「自分ができそうなボランティアに積極

的に取り組みたい。」「地域のつながりの大切さについて、

あらためて実感できた。」といつたこ意見をいただきま

した。

余市町社会福祉協議会では、今後とも、たとえ要介護になっても、

ができるよう、地域住民の皆さんによる「助け合い 。支え合しヽ活動」

住み慣れた地域で、安心して生活

の推進を支援していきます。
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地域福祉活動助成事業

「よしヽち社協」では、町民の皆さまや企業から寄せられた「社協会費」や善意の「寄附金J、 「赤い羽根共

同募金」からの助成金等、貴重な浄財を主な財源として、余市町内で活動するボランティアグループや福祉

団体に対し助成を行つています。

令和 4年度より“公募方式"に内容を改め、厳正な審査の結果、次の 3団体に対し、各 3万円、合計 9万円
の助成を行う事を決定しました。

助成団体が決定しました.::

キ||‡勿

団 体 名 事 業 名 決 定 額

余 市 町 赤 十 字 奉 仕 団 災害ボランティア活動研修事業 30,000円

余市町地域子ども会育成連絡協議会 敬老・感謝の八ガキを贈る事業 30,000円

り 夕 □ 一 ド を 守 る 会 リタロー ド植栽事業 30,000円

口 計 90,000円

;il會 |: :||‡ヅ‡



「無料相談剣 のごあんない
日々の暮らしの中で生じるトラブルや困りごと。

法律の専Fl家である弁護士が迪切なアドバイスを行なう

「あんしん法律相談」、経験豊かな相談員が不安
や困りごとに寄り添い、一緒に解決する方法

を探す「
`む
配ごと相談」など、年間を通じ

様々な相談会を開催しています。(無料)

(個人の秘密は厳守されます)

日程をご覧下さい

福祉センター入舟分館

(入舟町400番地)

・ 申 ;と 余市町社会福祉協議会ヘ
(P。5合せ)   a22-3156

今和 7年度 無料相談会 日程
守秘義務を厳守しています。安心してご相談ください。

※「あんしん法律相談」は、お一人様おおむね30分以内とさせて

頂きます。ご不明の点などお気軽にお問合せ下さい。

時

場

ロロ
〈
〓

【心配ごと相談】隔月 ・水曜日開設 13:00～16:00      ^脇んじ
1鞘能軍縫品鮭

懐予紺
豊

お問合せ下 さい

月 日J
心配 ごと相談臨月)

(担当〉心配ごと相談員3名
〈時間〉13:00～ 16:00

あんしん法律相談
〈担当〉弁護士(予約制)
〈時間〉13:30～ 14:30

:1:な (ま , I'  :磯  |,1

5月 12日 月 )
6月 18日 (水 ) 2 日 月 )

7月 7 日 月)

8月 6 日(水 ) 4 日 月 )

9月 8 日 月 )

10月 15日 (水 ) 6 日 月 )

11月 10日 月 )
12月 17日 (水 ) 8 日 月 )

1月 13日 火 )
2月 18日 (水 ) 9 日 月 )
3月 9 日 月 )

顆 鰈 躙 鰈 勒 鰈 聰 勒 靡
●「無料相談会」のごあんない/「ふまねっと運動教室」について

●北海道信用金庫ひまわり財団
理事長 吉 本 淳 一 様
●余市手打ちそば愛好会
会 長 吉 岡 一 樹 様

●有限会社 石 岡 商 店 様
3,265円

皆様のご寄付は福祉のまちづくり
4月 1日付F~t任     3月 31日付退任
事務局長 須 貝 達 哉 前事務局長 高 松

黎

令和7年度「ふ腋蜆時とぼ颯顆睫炒がスタートしました !
今年も余市町 (保険課)と共同で、介護予防教室メニューの一つとして
「ふまねつと運動教室」を町内4カ所で開催しております。
お申し込みは余市町社会福祉協議会で随時受け付けしています。

ふまねつと運動 |よ、体の機能を向上させるためだけでなく、

運動を通じて地域とのつながりや絆を深め、毎日の生活をゆた

かにすることができるよう「交流」の要素を重視しています。

・ 1   キ1  ‐::   1・

1譜 辮
‐
蛉
‐
‰
T

喘定
理鑑翼琶ξ

つd ～あ、まねつと指導者フォローアップ研修会～
要介護認定を受けた高齢者や患者など介助が必要な方を対象に、ふまねつと運動の指導を行う
「ふまねつとサポーター及びインストラクターを対象にした研修会」を余市町で開催します。

詳細は下記へ直接お問合せ下さい。

米日 程 :6月 14日 (土)10:00～11:30  米会 場 :余市町福祉センター入舟分館 2階
*問合せ :「認定NPO法人ふまねつと」札幌市 容(011)807-4667

町
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ま

100,000円

17,772円

久 鬱
推進のため、有効に活用させ
ていただきます。

饉驚

よいち社協

鶉魃蝙隋 懇鶉辣瞼颯瞼 機:●蝙鰊鰊躙隋■蒻燒|は


